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マネジメント戦略

基本的な考え方

　ムラタは、事業活動に関連する内外のさまざまなリスクを適切に管理することにより、リスクの発現による損失を最小限

とし、グループ全体の持続的な企業価値を向上させるために、定期的に事業活動全般についてのさまざまなリスクを分類・

評価し、各リスクに対する事前対策や有事の際の損失を低減させるための活動を行っています。

推進体制

　村田製作所では、CSR統括委員会の下部委員会として

「リスク管理委員会」を設置しています。この委員会は、担

当執行役員を委員長とし、総務、人事、広報、知財、環

境、情報システム、法務などの部門長で構成され、全社

的なリスク案件についての対策を検討しています。また下

部組織として情報セキュリティ分科会、BCM＊分科会を設

け、個別のリスクに対する対策を検討・実施しています。

＊BCM（Business Continuity Management）
BCP（Business Continuity Plan）策定や維持・更新、事業継続を実現するための予算・資源の確保、事前対策の実施、取り組みを浸透させるための教
育・訓練の実施、点検、継続的な改善などを行う平常時からのマネジメント活動のこと。

リスクの把握

　各リスクの主管部門が年 2回、ムラタが現在直面して

いるリスク、あるいは近い将来に予想されるリスクを

抽出・評価し、対策を策定し、リスク管理委員会はそれ

らの内容を審議し必要に応じて追加対策を指示します。

各リスクは、発生頻度と影響度を基に分類され、経営

陣が重要度・緊急度の高いリスクを把握し、適切なリス

ク対策が講じられるようにしています。

具体的な取り組み

● 情報セキュリティの強化
　ムラタが持続的に成長を続けるためには、技術ノウハウをは

じめとする機密を含め、会社の資産である情報を守ることが必

要です。そのため、情報セキュリティのための組織を設置し、

情報セキュリティ施策の整備と運用の浸透を図っています。

　情報セキュリティ基本方針、情報セキュリティ管理規定を制

定し、全役員・従業員が情報セキュリティについて、理解し、

情報を正しく取り扱えるよう、「情報セキュリティガイドブッ

ク」の配付や社内研修等で教育に努めています。

　また、社内の全部門を対象にパソコンの操作やインターネッ

ト通信の記録や監視をしています。一方、情報システムやネッ

トワークについて、外部のセキュリティ診断を利用し、サイ

バー攻撃への対策などを進めています。
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● 災害リスク対応
　大規模な自然災害が起こると事業活動が長期間停止する危険

性があります。当社では「お客様に製品を安定供給する」という

責任を果たすために、建物・生産設備の耐震性・安全性確保、

通信・情報システムのバックアップ体制構築、在庫による供給

の維持など、事業を継続させる諸対策を実施しています。

　また、定期的な防災訓練の実施により、初動対応の実効性確

認と継続的な改善を進めています。2018年3月には、大規模地

震を想定した本社危機対策本部と滋賀県の八日市事業所による

訓練を実施し、危機対応能力の向上とBCPの改善点の把握に取

り組みました。
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